
【 川 成 揚 水 機 場 】

用 水 位 置 図

昭和6年の耕地整理事業により開田を行い、川成揚水機場を新たに設けたことに始まる。
昭和8年には、福川の左岸側を開田したことにより、現在の位置にあった排水機場を揚水機
場に転換を行った。その後昭和19年には揚水機を２基増設し、昭和37年に全面改修され現在
に至る。なお、川成取水口より共用使用し、県営畑地帯総合農地整備事業秦地区(S62～
H8)、団体営事業により改修、新設された上須戸揚水機場、葛和田揚水機場が併設されてい
る。
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